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利用案内
開
館
時
間

■
5
月
1
日
〜
10
月
31
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
30
分

■
11
月
1
日
〜
4
月
30
日

　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
00
分

■
休
館
日　

年
末
年
始

　
（
展
示
替
え
に
伴
い
臨
時
休
館
あ
り
）

■
拝
観
料　

大
人　
　
　

１
３
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

６
０
０
円

高
野
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
高
野

町
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
の
方

は
入
館
無
料
で
す
。

（
住
所
記
載
の
証
明
書
提
示
要
）

■
専
用
駐
車
場
あ
り

毎月21日（弘法大師の日）ご来館の方にプレゼント差し上げます。

令和５年度 秋期企画展

「弘法大師空海の弟子たち」
　　
　　　令和５年10月14日㈯～
　　　令和６年１月14日㈰
休館日 令和５年12月28日㈭〜令和６年１月４日㈭

「智泉大徳像」（弘法大師十大弟子像のうち）　金剛峯寺
智泉大徳（789〜825）は、弘法大師空海の跡を継ぐ予定であったが、若くして亡くなり、大師をひどく悲しませた。
令和６（2024）年度は智泉大徳の1200年御遠忌に当たる。　
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弘
仁
七
年
（
八
一
六
）、
弘
法
大
師
空
海
が
高
野
山
を
開
き
、
入
定
後
、
そ

の
意
志
を
継
い
だ
弟
子
た
ち
が
、
高
野
山
の
発
展
、
衆
生
救
済
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

本
展
覧
会
で
は
、
大
師
の
弟
子
た
ち
の
ゆ
か
り
の
文
化
財
と
、
真
言
宗
の
僧

侶
に
な
る
た
め
の
儀
式
、
伝で

ん

法ぽ
う

灌か
ん

頂じ
ょ
うの
道
具
を
公
開
い
た
し
ま
す
。

「
弘
法
大
師
空
海
の
弟
子
た
ち
」

令
和
五
年
度 

秋
期
企
画
展

■
絵
画

重
文　
　

弘
法
大
師
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
泉
院

　
　
　
　

実
恵
像

　
　
　
　

真
雅
像

　
　
　
　

智
泉
像

　
　
　
　

真
然
像

　
　
　
　

持
経
上
人
（
定
誉
）
像

　
　
　
　
　
（
以
上
、
元
御
影
堂
安
置
、
弘
法
大
師
十
大
弟
子
像
の
う
ち
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

両
界
種
子
曼
荼
羅
図
（
本
願
僧
正
筆
）　　
　

 

円
通
寺

　
　
　
　

明
算
大
徳
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
光
院

　
　
　
　

智
泉
大
徳
像
（
涕
の
御
影
）　　
　
　
　
　
　

 

東
南
院

　
　
　
　

覚
海
尊
師
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
菩
提
院

主
な
展
示
品

令
和
５
年
10
月
14
日
㈯
～
令
和
６
年
１
月
14
日
㈰

前　

期　

令
和
５
年
10
月
14
日
㈯
～
11
月
26
日
㈰

後　

期　

令
和
５
年
11
月
28
日
㈫
～
令
和
６
年
１
月
14
日
㈰

休
館
日　

令
和
５
年
12
月
28
日
㈭
～
令
和
６
年
１
月
４
日
㈭

※
関
西
文
化
の
日
に
協
賛
し
、
11
月
21
日
㈫
を
無
料
開
館
日
と
し
ま
す
。

実
恵
像　

金
剛
峯
寺

高
野
山
開
創
に
尽
力

持
経
上
人
（
定
誉
）
像　

金
剛
峯
寺

高
野
山
の
再
興
者

密宗諸流血脈　浄菩提院
大日如来に始まる真言宗の血脈



令和5年10月  9日 第144号

3

　
　
　
　

慈
雲
尊
者
修
禅
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
通
寺

　
　
　
　

高
野
山
壇
上
并
寺
中
惣
絵
図
（
寛
政
五
年
︿
一
七
九
三
﹀）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

■
彫
刻

　
　
　
　

弘
法
大
師
坐
像
（
萬
日
大
師
）　　
　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺

■
書
跡

国
宝　
　

僧
応
其
仏
祖
肉
舎
利
奉
納
状
（
続
宝
簡
集
１
） 

金
剛
峯
寺
［
前
期
］

国
宝　
　

東
寺
長
者
御
教
書
（
宝
簡
集
29
）　　
　
　
　

 

金
剛
峯
寺
［
前
期
］

国
宝　
　

興
山
上
人
応
其
掟
書
（
続
宝
簡
集
40
）　　
　

 

金
剛
峯
寺
［
後
期
］

国
宝　
　

高
野
山
学
侶
起
請
文
（
又
続
宝
簡
集
69
）　　

 

金
剛
峯
寺
［
後
期
］

県
指
定　

文
禄
三
年
連
歌
懐
紙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
養
院
［
前
期
］

　
　
　
　

密
宗
諸
流
血
脈　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浄
菩
提
院

　
　
　
　

中
院
流
血
脈
（
宥
快
筆
）　　
　
　
　
　
　
　

 

宝
寿
院

　
　
　
　

智
泉
大
徳
縁
起　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
南
院

　
　
　
　

三
派
廃
止
沙
汰
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

明
恵
上
人
金
剛
峯
寺
巡
礼
次
第　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

■
工
芸

重
文　
　

灌
頂
道
具
類　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
光
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
一
部
前
後
期
入
替
］

重
文　
　

磬
架　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重
文　
　

華
形
大
壇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重
文　
　

蝶
形
磬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
王
院
［
前
期
］

重
文　
　

蓮
華
形
柄
香
炉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
光
院
［
後
期
］

重
文　
　

金
銅
三
鈷
杵
（
伝
覚
鑁
上
人
所
持
）　　
　
　

 

宝
寿
院

重
文　
　

銅
五
鈷
鈴
（
道
範
上
人
所
持
）　　
　
　
　
　

 

正
智
院

　
　
　
　

仏
具
類
（
伝
行
勝
上
人
所
持
）　　
　
　
　
　

 

蓮
華
定
院

　
　
　
　

紺
綾
地
錦
弘
法
大
師
像　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

緯
錦
阿
弥
陀
如
来
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

■
考
古

　
　
　
　

複
製　

四
耳
壺
（
真
然
大
徳
蔵
骨
器
）　　
　

 

金
剛
峯
寺

　
※
期
間
中
、
一
部
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

※
文
化
財
の
保
存
上
、
展
示
品
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

次回の展覧会予告

令和５年度冬期平常展
「密教の美術」

令和６年１月20日㈯～４月14日㈰

重文　瓶（灌頂道具類のうち）　
龍光院　〔後期〕

重文　銅梵釈四天王五鈷鈴
（灌頂道具類のうち）　龍光院

重文　団扇（灌頂道具類のうち）　
龍光院　〔後期〕

重文　明鏡（アーク）
（灌頂道具類のうち）　龍光院

重文　金宝冠・銀宝冠（灌頂道具類のうち）　
龍光院　金宝冠〔前期〕・銀宝冠〔後期〕

重文　菊枝蒔絵鏡箱（灌頂道具類のうち）　
龍光院

重文　華形大壇（元真然堂安置）　金剛峯寺
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本
資
料
を
記
し
た
明

み
ょ
う

恵え

上し
ょ
う

人に
ん

（
一
一
七
三
～
一
二
三
二
）
は
、
紀き

伊い
の

国く
に

有あ
り

田た

郡ぐ
ん

石い
し

垣が
き
の

庄し
ょ
う

吉よ
し

原は
ら

村む
ら

（
現

和
歌
山
県
有
田
郡
有
田
川
町
歓か

ん

喜ぎ

寺じ

中な
か

越ご
し

）
出
身
で
、
八
歳
で
両
親
を
亡

く
し
た
後
、
九
歳
で
高た

か

雄お

山さ
ん

神じ
ん

護ご

寺じ

（
京
都
市
右
京
区
）
に
入
り
、
十
六

歳
で
出
家
。
二
十
三
歳
か
ら
の
十
年

間
は
、
故
郷
周
辺
の
有
田
郡
白し

ら

上か
み

山や
ま

付
近
な
ど
で
修
行
し
、「
国
宝 

鳥
ち
ょ
う

獣じ
ゅ
う

人じ
ん

物ぶ
つ

戯ぎ

画が

」
で
知
ら
れ
る
栂と

が

尾お

山さ
ん

高こ
う

山ざ
ん

寺じ

（
京
都
市
右
京
区
）
を
開

山
し
、
高た

か

雄お

上
人
、
栂と

が

尾の
お

上
人
と
呼

ば
れ
、
人
々
か
ら
慕
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
華け

厳ご
ん

宗し
ゅ
うの
僧
侶
で
あ
り
な

が
ら
、
仁に

ん

和な

寺じ

（
京
都
市
右
京
区
）

で
密
教
を
修
め
、
そ
の
他
禅
宗
で
も

修
行
し
、
宗
派
問
わ
ず
仏
教
全
般
に

精
通
。
戒
律
を
重
ん
じ
、
数
多
く
の

書
物
を
著
述
、
多
く
の
弟
子
を
輩
出

し
ま
し
た
。

　
『
高こ

う

野や

春し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

編へ
ん

年ね
ん

輯し
ゅ
う

録ろ
く

』（
日
野

西
眞
定
）
に
よ
る
と
、明
恵
上
人
は
、

源み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

の
三
男
で
あ
っ
た
高
野

山
五
之
室
の
五ご

坊ぼ
う

寂じ
ゃ
く

静じ
ょ
う

院い
ん

の
貞

じ
ょ
う

暁
ぎ
ょ
う

上
人
（
一
一
八
六
～
一
二
三
一
）
と

も
親
交
が
あ
り
、
安あ

ん

貞て
い

二
年
（
一
二

二
八
）、
貞
暁
上
人
に
招
か
れ
て
一

夏
を
高
野
山
で
過
ご
し
て
、
四
座
講

式
を
修
し
、伝
授
し
ま
し
た
。そ
の
よ

う
な
縁
も
あ
り
、
高
野
山
五
之
室
に

は
明
恵
上
人
の
供
養
塔
が
あ
り
ま
す
。

　

本
資
料
の
内
容
は
、
高
野
山
の
諸

堂
を
巡
拝
す
る
順
番
、諸
堂
の
来
歴
、

安
置
す
る
仏
、
唱
え
る
経
文
や
真
言

と
そ
の
回
数
を
記
し
た
次
第
で
、
明

恵
上
人
の
自
筆
で
す
。

　

本
資
料
の
書
か
れ
た
十
三
世
紀

は
、
法ほ

う

然ね
ん

上
人
（
一
一
三
三
～
一
二

一
二
）
な
ど
、
他
宗
派
の
開
祖
も
高

野
山
を
訪
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

僧
侶
た
ち
が
、
初
め
て

高
野
山
を
訪
れ
て
も
、

山
内
に
ど
の
よ
う
な
仏

堂
に
仏
尊
を
祀
り
、
経

文
や
真
言
を
唱
え
て
巡

礼
す
れ
ば
よ
い
の
か
を

示
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

付
随
す
る
奉
納
状
に
よ
る
と
、
本

資
料
は
元げ

ん

禄ろ
く

三
年
（
一
六
九
〇
）、

源げ
ん

龍り
ゅ
う

院い
ん

の
快か

い

融ゆ
う

に
よ
っ
て
御
影
堂

文
庫
に
納
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
宝ほ

う

暦れ
き

三
年
（
一
七
五
三
）
に
記
さ
れ
た
、

御
影
堂
の
宝
物
目
録
で
あ
る
『
御み

影え

堂ど
う

霊れ
い

宝ほ
う

目も
く

録ろ
く

』（
又ゆ

う

続ぞ
く

宝ほ
う

簡か
ん

集し
ゅ
う

六
四

所
収　

金
剛
峯
寺
蔵
）
に
は
、「
高こ

う

野や

諸し
ょ

伽が

藍ら
ん

巡じ
ゅ
ん

礼れ
い

記き　

明
恵
上
人
筆

　

一
箱
」
と
記
さ
れ
、
大
切
に
保
管

さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

類
似
す
る
次
第
と
し
て
、
高
野
山

に
古
く
か
ら
伝
わ
る
『
両

り
ょ
う

壇だ
ん

繞に
ょ
う

堂ど
う

次し

第だ
い

』
が
あ
り
ま
す
。
両
資
料
を
比

較
す
る
と
、
参
拝
場
所
の
諸
堂
の
名

前
は
ほ
ぼ
一
致
し
ま
す
が
、
前
者
は

火
災
な
ど
に
よ
り
焼
失
し
、
今
日
は

存
在
し
な
い
仏
堂
が
い
く
つ
か
記
さ

れ
て
お
り
、
当
時
の
伽
藍
諸
堂
の
様

子
が
分
か
る
だ
け
で
な
く
、
諸
堂
巡

礼
の
順
が
わ
か
り
、
大
変
貴
重
な
資

料
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
仏
尊
の
数

が
非
常
に
多
く
、
参
拝
に
要
す
る
時

間
が
相
当
長
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る

点
も
大
変
興
味
深
い
で
す
。

　

現
在
、
明
恵
上
人
の
供
養
塔
は
、

五
之
室
の
金
輪
公
園
の
西
側
の
丘
陵

に
あ
り
ま
す
。
一
般
参
拝
も
で
き
ま

す
の
で
、
明
恵
上
人
を
偲し

の

び
、
訪
ね

ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
（
鳥
羽　

正
剛
）

明
恵
上
人
金
剛
峯
寺
巡
礼
次
第　
一
巻

　
　
　
　
　

紙
本
墨
書　

鎌
倉
時
代
（
十
三
世
紀
）　

金
剛
峯
寺
蔵

明恵上人金剛峯寺巡礼次第

収蔵品の紹介 113

明恵上人供養塔（高野山五之室所在）
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二
十
四
日
の
午
前
は
版
木
の
講
義
と
拓

本
実
習
、
金
工
品
の
講
義
と
取
り
扱
い
実

習
、午
後
に
書
跡
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
五
日
は
、
大
阪
府
河
内
長
野

市
の
高た

向こ
う

遺い

跡せ
き

発
掘
調
査
現
場
と
調
査
事

務
所
で
調
査
実
習
（
土
層
観
察
・
分ぶ

ん

層そ
う

、

出
土
土
器
洗せ

ん

浄じ
ょ
う、
注

ち
ゅ
う

記き

）
を
行
い
ま
し

た
。
河
内
長
野
市
教
育
委
員
会
と
高
野
山

大
学
は
、
令
和
二
年
度
に
生
涯
学
習
分
野

で
の
協
働
事
業
の
連
携
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、
ま
た
（
公
財
）
大
阪
府
文
化
財
セ

ン
タ
ー
が
調
査
協
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
両
機
関
に
は
多
大
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
博
物
館
実
習
で
は
、
文
化
財

は
博
物
館
に
展
示
す
る
ま
で
、
屋
内
や
屋

外
を
問
わ
ず
存
在
し
、
調
査
、
研
究
を
経

て
資
料
化
さ
れ
、
よ
う
や
く
我
々
が
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
実
習
生
に

学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
が

学
芸
員
資
格
修
得
の
礎
と
な
れ
ば
幸
い
で

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
羽　

正
剛
）

　

こ
の
度
、
平
成
二
十
三
年
度
を
最
後
に

休
止
し
て
い
ま
し
た
博
物
館
実
習
（
大
学

で
博
物
館
学
芸
員
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）
が
、
令
和
五
年
度
か

ら
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
、高
野
山
大
学
の
大
学
生
・
大
学

院
生
各
一
名
を
受
け
入
れ
、
令
和
五
年
八

月
二
十
二
日
㈫
か
ら
二
十
五
日
㈮
ま
で
四

日
間
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
、霊
宝
館
で
の
屋
内
実
習
に
加
え
、

屋
外
で
の
実
習
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の

三
日
間
は
、
高
野
山
霊
宝
館
に
お
い
て
、

大
森
照
龍
霊
宝
館
長
に
よ
る
絵
画
、
書

跡
、
彫
刻
、
工
芸
品
の
歴
史
的
特
徴
、
製

作
上
の
構
造
、
取
り
扱
い
方
法
、
展
示
方

法
、
信
仰
背
景
な
ど
に
つ
い
て
の
講
義
の

あ
と
、
取
り
扱
い
実
習
、
施
設
見
学
を
行

い
ま
し
た
。

　

各
日
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
詳
細
と
し

て
、
二
十
二
日
の
午
前
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、平
成
大
宝
蔵
と
展
示
室
（
本
館
・

新
館
）
の
施
設
見
学
、
午
後
は
絵
画
と
書

跡
の
講
義
と
取
り
扱
い
実
習
。
二
十
三
日

の
午
前
は
大
宝
蔵
の
施
設
見
学
、
彫
刻
の

講
義
と
取
り
扱
い
実
習
、
絵
画
と
書
跡
の

取
り
扱
い
復
習
、午
後
は
工
芸
（
漆
工
品
、

木
工
品
）
の
講
義
と
取
り
扱
い
実
習
、
彫

刻
の
講
義
と
調
査
、
梱
包
実
習
。

文化財に関する講義

絵画の展示 絵画の取り扱い

書跡の清掃 書跡の取り扱い

彫刻の取り扱い

博
物
館
実
習
の
報
告
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滋
賀
県
立
大
学
教
授　

佐 

藤　

亜 

聖

兵
庫
県
立
大
学
客
員
教
授　

先 

山　
　

 

徹

特
集
高
野
山

高
野
山
町
石
の
調
査　
⑴

　

寛か
ん

治じ

二
年
（
一
〇
八
八
）
二
月
、
白
河

上
皇
は
、
霊
地
高
野
山
へ
の
登
拝
を
思
い

立
ち
ま
す
。『
寛
治
二
年
白し

ら

河か
わ

上じ
ょ
う

皇こ
う

高こ
う

野や

御ご

幸こ
う

記き

』
に
は
、
こ
の
時
、
高
野
山
登
拝

道
に
「
卒そ

塔と

婆ば

札ふ
だ

」
が
立
っ
て
い
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
卒
塔
婆
札
は

木
製
塔
婆
と
思
わ
れ
、
五
輪
を
あ
ら
わ
す

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
五
輪
塔

の
形
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
よ
く
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　

そ
れ
か
ら
一
七
七
年
後
の
文ぶ

ん

永え
い

二
年

（
一
二
六
五
）、高
野
山
遍
照
光
院
の
覚か

く

斅
き
ょ
う

は
、
参
詣
道
の
木
製
塔
婆
を
石
造
化
す
る

こ
と
を
決
意
し
、
そ
の
後
、
二
十
年
の
月

日
を
か
け
て
弘こ

う

安あ
ん

八
年
（
一
二
八
五
）
に

無
事
完
成
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
際
記
さ
れ

た
『
高こ

う

野や

山さ
ん

町ち
ょ
う

石い
し

卒そ

塔と

婆ば

供く

養よ
う

願が
ん

文も
ん

』

に
は
、
後ご

嵯さ

峨が

天て
ん

皇の
う

、
執し

っ

権け
ん

北ほ
う

条じ
ょ
う

貞さ
だ

時と
き

、

連れ
ん

署し
ょ

北
条
業な

り

時と
き

、
安あ

達だ
ち

泰や
す

盛も
り

な
ど
錚そ

う

々そ
う

た

る
面
々
が
、
そ
の
造
営
に
尽
力
し
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
安
達
泰

盛
は
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
と
さ
れ
、

泰
盛
を
願
主
と
す
る
塔
婆
は
町
石
全
体
に

複
数
配
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
お
大
師
様
の

足
下
に
あ
た
る
御ご

所し
ょ
の

芝し
ば

に
は
御
嵯
峨
天

皇
一
周
忌
供
養
の
町
石
形
塔
婆
を
寄
進
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
大
門
か
ら
慈
尊
院
へ
の
町
石
道

に
、
里り

石せ
き

を
含
む
一
八
四
基
、
奥
之
院
に

は
、後
嵯
峨
天
皇
供
養
塔
を
含
む
三
七
基
、

合
計
二
二
一
基
の
五
輪
塔
形
卒
塔
婆
が
残

存
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
全
て
が
当
時

の
も
の
で
は
な
く
、
戦
国
時
代
、
江
戸
時

代
、
大
正
時
代
、
昭
和
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ

修
理
を
行
っ
て
お
り
、
篤あ

つ

い
信
仰
に
ま
も

ら
れ
維
持
管
理
が
続
け
ら
れ
て
き
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
高
野
山
町
石
に
つ
い
て
は
す
で
に

多
く
の
研
究
が
あ
り
、
そ
の
全
体
像
は
ほ

ぼ
把
握
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
っ
た
い
ど

こ
の
石
が
使
わ
れ
、だ
れ
が
作
っ
た
の
か
、

と
い
う
初
歩
的
な
疑
問
に
は
な
か
な
か
答

え
が
出
て
い
ま
せ
ん
。『
高
野
山
町
石
卒

塔
婆
供
養
願
文
』
に
は
「
公く

家げ

は
数す

う

輩は
い

の

功こ
う

人じ
ん

を
賜た

ま
わ

り
、武ぶ

家け

は
巨き

ょ

千せ
ん

の
助じ

ょ

成せ
い

あ
り
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
安
達
氏
や
北
条
氏
を

は
じ
め
と
し
た
武
家
が
資
金
提
供
を
し
、

「
功こ

う

人じ
ん

」（
石い

し

工く

）
に
つ
い
て
は
公
家
が
数

名
を
用
意
し
た
よ
う
で
す
が
、
実
際
に
は

ど
の
よ
う
な
方
法
で
作
ら
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
私
た
ち
は

高
野
山
町
石
ほ
ぼ
全
点
の
石
材
同
定
と
、

鎌
倉
時
代
の
水す

い

輪り
ん

以
上
が
残
っ
て
い
る
も

の
の
実
測
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
も
あ
り
、
調
査
は
足
掛
け
四
年
か
か
り

ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
の
特
徴
と
石
材

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

高
野
山
町
石
の
石
材
は
、
天て

ん

正し
ょ
う

十
八

年
（
一
五
九
〇
）
に
造
ら
れ
た
奥
之
院

三
十
三
町
石
（
砂さ

岩が
ん

製
）
以
外
は
す
べ
て

花か

崗こ
う

岩が
ん

で
で
き
て
い
ま
す
。
花
崗
岩
は
斜し

ゃ

長ち
ょ
う

石せ
き

、
ア
ル
カ
リ
長

ち
ょ
う

石せ
き

、
石せ

き

英え
い

な
ど
の

無む

色し
ょ
く

鉱こ
う

物ぶ
つ

と
、
角か

く

閃せ
ん

石せ
き

、
雲う

ん

母も

な
ど
の

有ゆ
う

色し
ょ
く

鉱こ
う

物ぶ
つ

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
ほ
か
微
量
の
磁じ

鉄て
っ

鉱こ
う

や
チ
タ
ン
鉄て

っ

鉱こ
う

な
ど
の
磁じ

性せ
い

鉱こ
う

物ぶ
つ

が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
磁
性
鉱
物
は
弱
い
磁
気
を
与
え

る
と
磁じ

化か

す
る
た
め
、
そ
の
程
度
（
帯た

い

磁じ

率り
つ

）
を
測
る
こ
と
で
、
そ
の
含が

ん

有ゆ
う

率り
つ

を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
帯
磁
率
や
花

崗
岩
の
中
に
含
ま
れ
る
有
色
鉱
物
の
量
は

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
そ
れ
に

よ
っ
て
石
材
産
地
を
あ
る
程
度
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
方
法
で
高
野
山

町
石
の
花
崗
岩
を
分
類
し
た
と
こ
ろ
、
Ａ

類
～
Ｇ
類
の
七
種
類
の
石
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
興
味
深
い
の

は
、
鎌
倉
時
代
・
江
戸
時
代
・
大
正
時
代

で
石
材
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
時
代

に
よ
っ
て
利
用
す
る
石
材
の
場
所
が
違
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
大
正
時
代

の
修
理
は
、
岡
山
に
本
部
を
置
く
宗
教
団

体
、
福ふ

く

田で
ん

海か
い

が
行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時

の
石
材
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
岡
山
県
で
産

出
す
る
、
通
称
「
万ま

ん

成な
り

石い
し

」
と
呼
ば
れ
る

花
崗
岩
に
類
似
す
る
も
の
で
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
の
町
石
に
使
用
さ
れ
た
石
材

は
四
種
類
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

う
ち
最
も
特
徴
的
な
の
は
Ａ
類
と
分
類
し

た
も
の
で
、
ア
ル
カ
リ
長
石
が
ピ
ン
ク
に
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発
色
し
有
色
鉱
物
の
少
な
い
も
の
で
す

（
図
１
）。
こ
の
特
徴
を
持
つ
石
材
は
六
甲

山
地
で
採
石
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
本ほ

ん

御み

影か
げ

石い
し

」
に
類
似
し
て
い
ま
す
。
六
甲
山
近

隣
の
花
崗
岩
は
中
世
を
通
じ
て
大
量
に
利

用
さ
れ
ま
す
が
、
高
野
山
町
石
が
そ
の
最

も
古
い
事
例
で
あ
り
、
町
石
の
造
営
を
契

機
と
し
て
採さ

い

石せ
き

が
始
ま
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
れ
以
外
の
三
種
類
に
つ
い
て

は
採
石
場
所
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

奈
良
・
大
阪
を
中
心
と
し
た
領

り
ょ
う

家け

帯た
い

と
呼

ば
れ
る
地
域
に
分
布
す
る
岩
石
に
類
似
し

て
い
る
よ
う
で
（
図
２
）、
い
ず
れ
採
石

地
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
石
材
に
つ
い
て
は
、

近
畿
地
方
お
よ
び
そ
の
周
辺
も
含
め
た
比

較
的
広
い
範
囲
か
ら
集
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
が
、
製
作
し

た
工こ

う

人じ
ん

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、

実
測
図
を
も
と
に
、
特
に
製
作
者
の
ク
セ

が
出
や
す
い
空く

う

風ふ
う

輪り
ん

の
形
を
分
類
し
て
み

た
と
こ
ろ
、空
輪
が
大
き
く
丸
み
を
帯
び
、

く
び
れ
が
深
く
切
れ
込
む
も
の
（
Ａ
群
）

と
、
空
輪
の
上
半
が
広
く
平
ら
な
も
の
、

も
し
く
は
抉え

ぐ

り
の
浅
い
も
の
（
Ｂ
群
）
に

分
か
れ
ま
し
た
（
図
３
）。
こ
れ
ら
の
特

徴
は
Ａ
群
が
大
和
の
五
輪
塔
、
Ｂ
群
が
京

都
・
近
江
の
五
輪
塔
の
特
徴
に
よ
く
似
て

い
ま
す
。
公
家
が
用
意
し
た
と
い
う
工
人

集
団
は
、
東
大
寺
や
興
福
寺
と
い
っ
た
南

都
の
寺
社
で
活
躍
し
て
い
た
大
和
の
石
工

集
団
と
、
都
の
周
辺
を
活
動
拠
点
と
し
て

い
た
京
都
・
近
江
の
石い

し

工く

た
ち
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
高
野
山
町
石
の
造
営
方

法
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
ま
す
。
図
４
は

石
材
分
類
の
う
ち
、
一
定
の
数
量
が
あ
る

石
材
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
類
と
、
町
石
空
風
輪
の

形
か
ら
見
た
分
類
の
関
係
を
グ
ラ
フ
に
し

た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
見
る
と
す
べ
て
の

石
材
に
様
々
な
空
風
輪
分
類
が
存
在
し
て

お
り
、
石
材
と
石
工
集
団
が
か
な
ら
ず
し

も
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
れ
は
採
石
場
で
五
輪
塔
の
形
が
刻

ま
れ
、
完
成
品
が
高
野
山
に
納
品
さ
れ
た

の
で
は
な
く
、
各
地
の
採
石
場
で
一
定
の

大
き
さ
に
切
ら
れ
た
素
材
が
高
野
山
近
辺

に
集
め
ら
れ
、
そ
こ
で
五
輪
塔
形
が
刻
ま

れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
各
地
で
定

形
石
材
を
次
々
と
切
り
出
し
、
水
運
、
陸

運
で
山
下
に
続
々
と
運
び
込
み
、
周
辺
に

あ
っ
た
工
房
で
一
斉
に
五
輪
塔
形
を
刻
む

様
子
は
、
さ
な
が
ら
近
畿
一
円
に

張
り
巡
ら
さ
れ
た
巨
大
な
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
ー
を
見
る
よ
う
で
す
。

公
武
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

だ
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
い
か

に
巨
大
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
野
山
町
石
は
、
い
ま
も
町
石

道
を
ゆ
く
登
拝
者
を
見
守
り
続
け

て
い
ま
す
。
町
石
に
刻
ま
れ
た
諸

仏
に
手
を
合
わ
せ
る
と
き
、
こ
う

し
た
難
事
業
を
見
事
に
完
遂
し

た
、
多
く
の
名
も
な
き
人
々
に
も

想
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

図１　石材 A 類拡大写真
（六甲花崗岩　148町石）

図２　近畿地方の地質

濃色は典型タイ
プ、薄塗は影響
を受けたもの。
カッコ番号は町
石番号

1a 類（奥 22） 1b 類（奥 21） 3類（23） 4類（62） 5類（36） 6類（51）

7類（84） 8類（奥 23） 9類（31） 10 類（120） 11 類（146）

A 群

B群

図４　石材と型式の関係

図３　高野山町石の形態分類
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高野山霊宝館からのお知らせ

お問い合せ先　高野山霊宝館　ＴＥＬ ０７３６─５６─２０２９㈹

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
　
開
催

　

高
野
山
本
山
布
教
師
に
よ
る
「
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
法
話
」（
お
坊
さ
ん
に
よ
る
法
話

と
展
示
解
説
）
を
、
左
記
の
と
お
り
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

８
月
５
日
㈯　

講
師　

富
田
向
真
師

　

９
月
２
日
㈯　

講
師　

浅
田
慈
照
師

　

10
月
７
日
㈯　

講
師　

山
本
宝
雄
師

今
後
の
開
催
予
定

　

11
月
11
日
㈯　

講
師　

村
上
公
教
師

　

午
後
１
時
よ
り
約
45
分

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
　
開
催

　

霊
宝
館
職
員
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ト
ー
ク
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
㈯
、　

９
月
16
日
㈯

◎
高
野
山
霊
宝
館
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

　

高
野
山
霊
宝
館
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

に
、
霊
宝
館
長
が
展
示
解
説
を
行
う
動
画

が
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
、
チ
ャ

ン
ネ
ル
登
録
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
名
「
高
野
山

霊
宝
館
」）
し
て
、
霊
宝
館
収
蔵
の
文
化

財
の
解
説
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
展
示
解
説
『
執
金
剛
神
立
像
・
深
沙
大

将
立
像
』　

金
剛
峯
寺

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
�

　

令
和
５
年
７
月
１
日
㈯
よ
り
、
高
野
山

霊
宝
館
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
の
中
で
、
よ
り
多
く
の
お
客
様

に
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◎
霊
宝
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
新
商
品

　
登
場
�

　

今
回
、
霊
宝
館
に
収
蔵
し
て
い
る
文
化

財
の
「
国
宝 

紺
紙
金
銀
字
一
切
経
（
中

尊
寺
経
）」
に
描
か
れ
て
い
る
風
神
・
雷

神
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ふ
せ

ん　

風
神
・
雷
神
」
が
新
商
品
と
し
て
登

場
い
た
し
ま
し
た
。
使
い
易
さ
も
重
視
し

た
ポ
ッ
プ
で
可
愛
い
ら
し
い
ふ
せ
ん
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ミュージアム法話開催風景（富田向真師）

◎
記
事
の
訂
正

　

令
和
５
年
７
月
９
日
発
行
の
「
霊
宝
館

だ
よ
り
」
１
４
３
号
に
誤
記
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

左
記
の
と
お
り
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

７
頁
一
段
目
５
、６
行

誤
（
一
六
六
四
〜
一
九
九
四
）

正
（
一
六
四
四
～
一
六
九
四
）

「オリジナルふせん　風神・雷神」￥350

風神・雷神をふせんにしました‼

国宝 紺紙金銀字一切経（中尊寺経）
金剛峯寺

　

ま
た
、
従
来
か
ら
販
売
し
て
い
た
塗
香

カ
ー
ド
に
「
ピ
ン
ク
色
」
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
旅
の
記
念
に
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。

塗香カード　￥500

◎
友
の
会
文
化
財
講
座　

　

11
月
25
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
よ
り

　﹁
～
は
じ
め
て
の
掛
け
軸
・
巻
物
～
﹂

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


